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鳥栖市教育委員会 議事要旨 

 

１ 会 議 名 

教育委員会 11 月定例会 

 

２ 開 催 日 時 

令和３年 11 月 10 日（水）９時 00 分開会  10 時９分閉会 

 

３ 開 催 場 所 

鳥栖市役所 ３階第１委員会室 

 

４ 会 議 の 公 開 

公開 

 

５ 出 席 委 員 

天野教育長、古澤教育長職務代理者(委員)、吉原委員、戸田委員、佐々木委員 

 

６ 出席事務局職員 

小栁教育部長、青木教育次長兼教育総務課長、中島学校教育課長、犬丸学校給

食課長兼学校給食センター所長、松隈生涯学習課長兼図書館長、日吉学校教育

課参事兼課長補佐兼指導主事、井手学校教育課参事兼教育指導係長兼指導主事、

立石学校給食課参事兼課長補佐兼係長、竹下生涯学習課参事、久山生涯学習課

長補佐、豊増生涯学習課長補佐兼生涯学習推進係長、城島教育総務課総務係長、

辻教育総務課教育支援係長、長野学校教育課インクルーシブ教育推進係長、島

生涯学習課文化財係長、中溝生涯学習課図書係長 

 

７ 傍 聴 

０人 

 

８ 経 過 報 告 

10 月定例会以降の経過報告 

 

９ 議 事 録 承 認 

10 月定例会の議事録承認                【承認】 
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10 議     案 

  議案第 23 号 議会の議決を経るべき議案の原案について     【承認】 

       （令和３年度鳥栖市一般会計 教育委員会所管補正予算） 

 

11 協議報告事項 

 （１）コミュニティ・スクールに係る意識調査結果について 

 （２）中学校給食の進捗について 

 （３）鳥栖市青少年育成市民会議研究大会について 

 （４）個人情報を含むＵＳＢメモリの紛失について 

 

12 今後の予定等 

教育委員会関連の主な行事について報告 

 

13 次回会議予定 

 教育委員会 12 月定例会  令和３年 12 月８日（水）８時 30 分から 
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○天野教育長 

皆さん、おはようございます。本当に朝夕がめっきり冷えまして、紅葉の便りも

届きまして秋の深まりを感じております。現在、コロナウイルス感染状況は非常に

落ち着いている状況なので、このまま新年を迎えることが出来ればと思っておりま

す。学校は冬休みまで残り約30日になりまして、延期していました宿泊訓練も11

月中に全て終了する予定になっております。中学校３年生の修学旅行、小学６年生

の長崎旅行も全て無事に終了することが出来て良かったと思っています。ＵＳＢメ

モリーの紛失事案については最終的に発見されました。委員の皆様には非常にご心

配をおかけしました。記録媒体の取扱いについては、紛失前から各学校で指導を行

っていましたが、不明確な部分もありましたので、教育委員会も反省しなければな

らない点があると認識しております。臨時の校長研修会、教頭研修会を通してしっ

かりと指導を行いました。市内12校における小中一貫教育を実施して今年が節目の

10年目になります。田代中学校は３回目の研究発表が実施されますので、委員の皆

さまには是非ご参加していただければと思っております。11月18日に福岡県那珂川

市にて特別支援教育の視察研修を予定していますので、よろしくお願いいたします。 

それではただいまより、11月の定例教育委員会を開催します。まず、経過報告を

お願いします。 

○青木教育次長兼教育総務課長 

(資料に基づき説明) 

○天野教育長 

経過報告について何かご質問ご意見等ありましたらお願いいたします。無いよう

でしたら次に行きます。議事録承認については、お手元にありますように別冊でま

とめていただいておりますので、何かありましたら事務局の方にお願いしたいと思

います。続きまして議案に入ります。議案第23号議会の議決を経るべき議案の原案

について説明をお願いいたします。 

○青木教育次長兼教育総務課長 

(資料に基づき説明) 

○天野教育長 

ありがとうございます。12月議会の議決を経るべき議案の原案について説明があ

りましたが、委員の皆さまからご質問ご意見等ありましたらお願いいたします。 

○佐々木委員 

修学旅行のキャンセル料補助金について今回補正額を計上していますが、もう少

し詳しい内容や経過について説明をお願いいたします。 

○辻教育総務課教育支援係長 

今回の修学旅行キャンセル料補助金については、中学校４校の宿泊を伴う修学旅

行における企画料相当分のキャンセル料を補正予算計上しています。なお、田代中

学校については泊付きから日帰りへの方針変更を６月中旬から検討されていまし

たが、保護者の意向等を踏まえて泊付き旅行を実施する方向で調整していましたと

ころ、８月17日の臨時校長会で市内全中学校について中止の方針が決定されたこと

に伴い、旅行代金の２割相当分のキャンセル料が発生しております。今回のキャン

セル料については、全中学校の保護者全員からキャンセル料の支払いの可能性があ

る旨を記載した「参加同意確認書」を事前に提出してもらっていますので、一定の
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ご理解をいただいていると認識しています。最終的に今回のキャンセル料について、

企画料相当分のみを市のほうで補助金として負担させていただく方向で考えてお

ります。 

○佐々木委員 

説明ありがとうございました。中学校４校中３校は企画料相当額のキャンセル料

を支払うことに対して、田代中学校のみ旅行代金の2割負担しなければならないと

いうことについて、田代中学校の保護者が納得されているのか気になりました。保

護者に対して、キャンセル料の負担について事前に同意を得られているのであれば、

一応の納得をされているのかと思います。 

○古澤委員 

関連でお尋ねします。今回の修学旅行におけるキャンセル料の話は、保護者が他

校の状況について確認しているかと思います。教育委員会と各学校長は、一応の対

応と保護者へのご理解を得られたということは分かりましたが、結果的に１校だけ

が異なる対応を取っていますので、他校と足並みを揃えることは大事なのではない

かと考えます。 

○中島学校教育課長 

ありがとうございます。今回の修学旅行時の判断を含めて、その他の学校行事等

につきましては、校長会などの話し合いの場を都度設けていますので、学校間の情

報共有を今後もお願いしていきたいと思っております。 

○天野教育長 

通信環境整備費の詳細について説明していただきたいと思います。 

○青木教育次長兼教育総務課長 

昨年度中にタブレットを生徒１人１台ということで確保しております。今後、一

斉休校などによるタブレットの持ち帰りに備え、各ご家庭でタブレットが使えるよ

う通信環境整備を計画しています。各ご家庭の通信環境を現在調査中でございます

が、全体の約85％が整っております。今後、残り15％の中の就学援助世帯で通信環

境を持たない各世帯に対して通信環境整備費用3,300円を補助するという形で予算

計上いたしております。 

○天野教育長 

第６波に向けて準備が必要ということで、各市町の対応を参考に協議を行った結

果、保護者自身で通信環境を準備してもらう方向で文書を出しています。分散登校

やオンライン授業などに対応するため、通信環境整備に係る費用を市から補助する

ので代わりに環境を整えてほしいと保護者へ通知しているところです。 

委員の皆さまご質問等ありますでしょうか。無いようでしたら、議案第23号はご

承認いただくということでよろしいでしょうか。それでは次に行きます。協議報告

事項ということでコミュニティ・スクールに係る意識調査の結果について説明をお

願いします。 

○日吉学校教育課参事兼課長補佐兼指導主事 

(資料に基づき説明) 

○戸田委員 

過去に同様のアンケートを実施していたと思いますが、回答結果の経年変化につ

いてもう少し詳細をご説明いただけませんでしょうか。 
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○日吉学校教育課参事兼課長補佐兼指導主事 

昨年度の回答結果について申し上げます。昨年度は紙アンケート配布回収という

ことで、回収率は大体60％から70％ぐらいの回答が得られております。今回から回

収方法を紙媒体からインターネットに変えたことで回収率が若干減少しており、昨

年度と同じ状況と言えない部分があるかもしれませんが、全体的に５校とも同じよ

うな傾向が出ております。教職員向けのアンケートでは、経年比較をしたときに「そ

う思う」、「大体そう思う」の割合が基里小中学校、鳥栖中学校区含めて全体的に

上がっています。しかし、保護者向けのアンケートでは「そう思う」、「大体そう

思う」の割合が基里小中学校区は全体的に上昇、鳥栖中学校区では一部低下の結果

となりました。割合が低下したことについて各学校で確認を行ったところ、先ほど

の説明で申し上げておりますとおり、当初予定していた活動が未実施になったこと

で情報を十分に発信出来ていなかったことが分かりました。また、コミュニティ・

スクール運用開始当初の宣伝活動と比較すると、職員への共有を含めて情報発信が

十分に実施出来ていなかったという反省点が挙げられました。 

○戸田委員 

ありがとうございました。先行で始めた基里校区に比べて、鳥栖中校区は規模の

大きさ、地域事情が異なることやコロナ禍の影響で難しい部分があったと思います。

今後は出来るところから検討していただきたいと思います。 

○吉原委員 

おはようございます。コミュニティ・スクールは非常に大事な取組ですが、保護

者向けアンケート結果でコミュニティ・スクールの取組みについて鳥栖中学校校区

の「全く知らなかった」という回答が３割を超していることに驚きました。各学校

での周知方法と頻度について分かる範囲で教えていただきたいです。基里校区は先

行して進められていますので、鳥栖中校区に対してノウハウを教えて伝えれば良い

かと思います。 

○日吉学校教育課参事兼課長補佐兼指導主事 

周知頻度については把握していませんので回答が出来ないですが、学校だよりに

て掲載していると聞いております。基里小中学校については「コミュニティ・スク

ールだより」を発行した経緯あると把握しております。そのため、学校だよりや学

年だよりの一部に掲載するのみではなく、コミュニティ・スクール独自のおたより

を発行しても良いのではないかと考えています。 

○吉原委員 

保護者に対してコミュニティ・スクールに取り組んでいることを組織的に周知し

て欲しいと思ったところでした。 

○古澤委員 

コミュニティ・スクールの取組開始時期の違いも大きく影響していると思います

が、同じ鳥栖市内でも基里中学校区と鳥栖中学校区のそれぞれの地域性も関係して

いると思います。基里中学校区は学校行事だけに限らず、様々な行事に対しても参

加する傾向にあると思いますので、そこから意識の差が生まれているのかと推察し

ます。そのため、今後鳥栖中学校区内での認知度が自然と上がり、回答率などが改

善する可能性もあると思います。また、コミュニティ・スクールに係る情報発信に

ついても、学校だけでなくＰＴＡを活用・連携することで、保護者へのご理解を深
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めることが出来ると思いますので、今後に期待したいと思います。 

○佐々木委員 

コミュニティ・スクールの取組に対する保護者の認知度は大事な要素だと思うの

ですが、実際に鳥栖中校区では３割程度が「全く知らない」というのは問題だと感

じます。また、教職員向けのアンケートでも学校運営協議会や取組自体を知らない

というのは、あり得ないと思いました。今後の課題として捉えなければいけないと

思いました。 

○天野教育長 

様々なご意見いただきありがとうございます。基里校区がコミュニティ・スクー

ルを開始して１、２年目の頃は「基里コミュニティ・スクールだより」を作成する

などしていましたが、認知度が伸び悩んでいた時期があったと記憶しています。今

回の鳥栖中学校区の結果は、過去の基里校区と同じ状況なのだと考えています。鳥

栖中学校区はまだ２年目ですので、今回の結果をしっかりと分析し、今後の田代中

校区、鳥栖西中校区へ活かしたいと思っておりますので、委員の皆さまにはよろし

くお願いしたいと思っております。それでは、次に行きます。中学校完全給食の進

捗について説明をお願いします。 

○犬丸学校給食課長兼学校給食センター所長 

(口頭説明) 

○天野教育長 

ありがとうございました。それでは、委員の皆さまからご質問ご意見等ありまし

たらお願いします。 

○古澤委員 

課長の指揮のもとで対応されていることは伝わりました。市内学校で生徒が誤食

した事故を記憶していますが、こういったことが発生しないよう職員一同が積極的

に対応されていると思いますが、調理員のアレルギー対応に対するプレッシャーは

大きいものだと思います。調理員さんから作業の負担感などの話は出ていないでし

ょうか。 

○犬丸学校給食課長兼学校給食センター所長 

ご指摘をいただいていたとおり、アレルギー対応食というのは対応を誤れば最悪

の場合、生命に関わる問題となります。数年前に誤食が原因の悲しい事故が実際に

起きていますので、細心の注意が必要になります。これに伴い、調理現場はある程

度のプレッシャーを抱えてあると思います。それに対する配慮ということで、アレ

ルギー対応食の提供を月に約３～４回程度としています。学校現場でも、毎日アレ

ルギー対応食が出てくるとクラスの先生が気を付けなければならない回数が多く

なりますので、月に約３～４回程度は妥当な回数かと考えています。小学校給食で

もアレルギー対応食は月の３分の１提供している状況でございます。今のところア

レルギー対応食調理の作業負担について、調理員さんの方から相談を受けたことは

ございません。 

○古澤委員 

調理員の耳には届きにくいかもしれませんが、児童生徒と保護者の方から感謝さ

れていると思いますので、やりがいを感じながら作業してもらえたら幸いです。 
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○吉原委員 

小学校給食の調理については問題ないと思いますが、中学校給食は業者委託され

ているということで、アレルギー対応が必要な生徒の給食のチェック体制について

詳しく教えていただけないでしょうか。 

○犬丸学校給食課長兼学校給食センター所長 

中学校給食のチェック体制ということで、基本的に調理業務と配送業務は委託し

ていますが、学校給食課にて栄養士が２名常駐しておりますので、毎日調理現場で

内容について確認をしているところでございます。調理開始前に調理全体の流れや、

アレルギー対応食の材料の投入タイミング、取り分け作業について調理員さんの間

で情報共有を事前に行い、学校給食課の職員も含めて資料と現場を確認するという

体制をとっております。 

○吉原委員 

丁寧な対応をされているということで安心しました。 

○天野教育長 

他にご質問等ありますでしょうか。無いようでしたら次に行きます。鳥栖市青少

年育成市民会議研究大会について説明をお願いします。 

○松隈生涯学習課長兼図書館長 

(資料に基づき説明) 

○天野教育長 

ありがとうございました。何かご質問等ありましたらお願いいたします。無いよ

うでしたら次に進みます。個人情報を含むＵＳＢメモリー紛失について説明をお願

いします。 

○中島学校教育課長 

(資料に基づき説明) 

○天野教育長 

ＵＳＢメモリー紛失の事案について何かご質問ご意見等ありましたらお願いい

たします。 

○戸田委員 

今回のような問題は全国各地で起こっていることで、現状として職員が複数の場

所で仕事をされている又は別職員とのデータ上のやりとりを行わなければならな

いような場面でＵＳＢメモリーを使用していたのかと思います。理想的な再発防止

策としてはＵＳＢメモリーを使わなくても良い職場環境を整備してあげることだ

と思いますが、これを実現するには、中長期的な計画とお金が必要になると思いま

す。今回の件を踏まえて個人がＵＳＢメモリーで管理するのはヒューマンエラーが

出てくる可能性がありますので、ＵＳＢメモリーを使わずに仕事ができる環境整備

を行う方向で今後検討してもらいたいと思っております。 

○中島学校教育課長 

ありがとうございます。鳥栖小学校及び弥生が丘小学校で今回の事案について保

護者説明会を行った際、職場環境について問題あるのではないかという同様のご指

摘も受けたところでございます。教育委員会としましては、記録媒体等を持ち込ま

ない、使用しないことになっていますが、データ管理の運用方法について具体的に

どう変えていくのかを今後検討していく予定にしております。 
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○古澤委員 

今回の記者会見直後でネット検索を行いましたら、「鳥栖市ＵＳＢメモリ紛失」

というワードが上がっていました。個人情報の漏えいは、保護者や一般市民の方が

気にされている部分だと思います。該当する二つの学校で保護者会を開いて説明を

行ったということですが、保護者としては不安に感じていると思います。先ほど、

戸田委員がおっしゃっていた再発防止策を実現出来るよう取り組んでいただけれ

ばと思っています。 

○天野教育長 

他にご意見ご質問等ありませんでしょうか。記者会見上でも、働き方改革に関す

る意見が随分出ました。今回の紛失案件を踏まえて、教職員にとって働きやすい環

境を整備しなければならないという思いが強くなりました。今後の対策検討と、信

頼回復に努めていきたいと思っております。 

質問が無いようでしたら、次に今後の予定についてお願いします。 

○青木教育次長兼教育総務課長 

(資料に基づき説明) 

○天野教育長 

ありがとうございます。今後の予定について、何かご質問等ありましたらお願い

いたします。よろしいでしょうか。これをもちまして、教育委員会11月定例会を閉

会します。 

 


